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（通巻第１３７１号）

教育課程 第12号指導資料
－中学校対象－

平成13年11月発行鹿児島県総合教育センター

新教育課程への対応
－教育課程の評価の在り方－

新しい学習指導要領は ［ゆとり］の中で，

「特色ある教育」を展開し，生徒に［生きる

力］を育成することを基本的なねらいとして

いる。教育内容の大綱化 「総合的な学習の，

時間」の創設，１単位時間の弾力化などの改

善が行われ，教育課程の編成，実施に関して

学校裁量権限の拡大も図られた。

これにより，各学校では，学校や地域の実

態を生かし，創意工夫した教育活動を展開し，

これまで以上に特色ある学校づくりを進めて

いくことができるようになった。

本県においても，新世紀カリキュラム審議

会答申の中で，これからの鹿児島の学校に望

まれる「学校づくりの視点」として 「責任，

を果たす学校 「個性の花咲く学校 「開」， 」，

かれた学校 「郷土への理解を深め，愛情」，

を培う学校」が示された。各学校では，これ

らの「学校づくりの視点」を踏まえた上で，

鹿児島の教育的風土を生かし，自らの地域や

学校の実情に即した主体的な教育実践に取り

組み，特色ある学校づくりに努めていかなけ

ればならない。

特色ある学校づくりに当たっては，自分の

学校や地域にしっかりと根ざした教育課程を

編成し，より主体的に教育の実践に取り組ん

でいくことが必要になる。

しかし，それは，同時に各学校で行う教育

に関してこれまで以上に責任を求められるこ

とにもなる。各学校においては，編成した教

育課程が，めざす生徒像の実現に効果的であ

ったかを適切に評価し，工夫改善していくこ

とが必要になる。しかし，これまで行われて

きてきた教育課程の評価の中には，教師によ

る評価のみに終始し，客観性に乏しいという

問題点や，評価した結果が改善に十分生かさ

れていないという実態を指摘されるものがあ

る。ここでは，各学校が特色ある学校づくり

をめざし，責任ある教育を実施する上での一

助となるよう教育課程の評価の在り方につい

て述べる。

１ 教育課程の評価に当たって

教育課程の評価は，各学校の教育目標に

照らして行うものであり，実施に当たって

は，実施の方法等について事前に十分検討

する必要がある。

( ) 教育課程の評価の内容1

教育課程の評価の内容は，教育課程の

すべてにわたるものであり，教育課程の

編成から，各教科，道徳，特別活動及び
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総合的な学習の時間における指導計画，指

導方法などに及ぶ。また，教育課程を編成，

実施するために学校の運営上どのような創

意工夫を加えたかということも評価の対象

とすることが大切である。

( ) 教育課程の評価の観点2

教育課程の評価は，編成，実施及び成果

についての観点をあらかじめ設定して組織

的・計画的に行う必要がある。その際，学

習指導要領第１章総則に示されている事項

のほか，次のような観点が重要である。
ア 学習指導要領をはじめとする国及び教育委

員会の示す指針の趣旨が十分に生かされ，そ

こに示された基準が満たされているか。

イ 学校の教育目標が，学校の教育活動全体を

通じて十分追求され，成果を上げているか。

ウ 生徒の実態と適合するよう教育課程が編成

実施されているか。

エ 教職員や施設・設備等の諸条件と適合する

よう教育課程が編成，実施されているか。

オ 保護者や地域社会の期待に応えうる教育課

程となっているか。

( ) 教育課程の評価の方法と留意点3

評価の方法としては，職員会議等で協議

して評価したり，評価する項目ごとに評価

尺度や選択肢を設定し，数量的処理を行っ

たりする方法などが考えられる。その際，

次の点に留意することが大切である。
ア 全教職員の共通理解を図り，適切な評価の

組織の下で協力して組織的に進めること。

イ 教育課程の評価を年間計画に位置付けるな

どして計画的に進めること。

ウ できるだけ多面的で継続的な評価による客

観的な評価となるようにす と。るこ
エ 生徒の学習への取組の姿や変容の状況，学

習の成果など，多様な評価資料を基に教育活

動の状況を把握すること。

また，教育課程の評価は，教育活動の区

切りに当たる学期末や学年末に行われるこ

とが多いが，教育課程の評価とその改善は

平素から心掛けて行うことも大切である。

例えば，学校行事等，活動単位の大きな

教育活動については，活動ごとに評価す

る必要がある。

２ 教育課程の評価の実際

( ) 生徒の評価を取り入れた構想事例1

現在，各学校における教育課程の評価

は，各学期末に実施されることが多い。

そのため，学期末の評価の客観性を高め

ることが教育課程の評価を正しく行うた

めに重要である。具体的には，従来実施

されてきた教師の視点からの評価に加え

て，生徒が自分の姿や取組状況を診断す

る評価を実施し，両者の評価を比較する

ことにした。

これによって，生徒と教師がとらえる

教育効果や意識のズレなどを判断できる

ようになり，工夫・改善のポイントを見

出せるようになると考える。

(比較・検討)

生徒による 評価のズレ 教師による

評価 評価

工夫・改善のポイント

図１ 客観性を高める生徒と教師の評価の比較

教師と生徒が行う評価については，次

のような視点からの教育課程の評価を実

施することが考えられる。
教師が教育課程の実施等に対する教師視点１

の取組状況を評価する。

教師が教育活動実施後の生徒の変容か視点２
ら教育課程の実施状況等を評価する。

生徒が自分の変容や生徒の取組状況を視点３
振り返り，評価する。

図２は，視点１，２の観点からの評価

であり，手だてを講じた結果，生徒がど
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のように変容したかを教師が評価するため

の項目例である。また，図３は視点３の観

点からの評価であり，生徒が自分自身を評

価するための具体的な項目例である。

Ａ 学習指導
４十分 ３ほぼ十分 ２やや不十分 １不十分: : : :

評 価 項 目 （教師用） 評価
Ａ 生徒の実態を踏まえ｢分かる授業｣の

展開に努めたので，生徒は内容をよく

理解し，基礎・基本が身に付いた。

① 学習課題やねらいを明確にして授業

を展開したので，生徒は目的意識をも

って意欲的に学習に取り組んだ。

② 教材教具の工夫や指導法の改善に努

めたので，生徒は主体的に問題解決活

動を展開するようになった。

③ 個々の生徒の定着度を把握し，個別

指導に努めたので，内容の定着が図ら

れ，生徒の基礎学力が向上した。

図２ 視点 による教師の評価項目例1,2

Ａ 学習指導
４十分 ３ほぼ十分 ２やや不十分 １不十分: : : :

評 価 項 目 （生徒用） 評価
Ａ あなたは，授業の内容がよく理解で

き，学力が向上したと思いますか。

① あなたは，学習課題やねらいを理解

して，目的意識をもって意欲的に学習

に取り組みましたか。

② あなたは，自分から進んで問題解決

に取り組むようになりましたか。

③ あなたは，よく分からなかったとこ

ろについて分かるまで教えてもらった

り，積極的に質問したりしましたか。

図３ 視点３による生徒の評価項目例

例えば，図２，３に示した①の評価結果

を比較したとき，毎時間必ず学習課題を設

定して授業を展開したので，生徒は目的意

識をもって意欲的に取り組んでいたと教師

が判断しても，生徒自身があまり目的意識

をもてなかったと評価するならば，ねらい

が達成されるほど十分な教育効果は上がっ

ていないことが考えられる。このような場

合，各教科部は生徒が目的意識をもてなか

った原因を探り，手だての妥当性を吟味し，

新たな手だてを工夫する必要がある。この

ように，教師と生徒による評価の相違点を

分析することで，手だての改善の方向を見

いだすことができるのである。

また，評価の客観性を更に高めるには，

各学校においてなされている様々な検査結

果を活用することが効果的である。例えば，

図２，３の評価項目Ａにおいて，教師も生

徒も，基礎・基本が身に付いて学力が向上

したと評価している場合，学力検査の結果

と比較することにより，学習の達成度や定

着度を客観的に把握することができる。

各学校では，学力検査のみならず運動能

力検査や道徳性検査等の様々な検査結果を

活用することによって，手だての妥当性を

判断し，一層適切な手だてを工夫すること

ができると考えられる。

( ) 各教育活動の充実を目指す評価2

学校教育目標を達成するために，各学校

の教育課程には，学校行事をはじめとする

様々な教育活動が位置付けられている。ま

た，学習週間や生活週間，読書週間などの

ように生徒会を中心にした活動が展開され

ることも多い。これら一つ一つの教育活動

についても，その成果について適切な評価

がなされなければならない。そこで，図４

のような教育活動チェック票を利用し，そ

れぞれ計画・実施・評価の各段階で形成的

評価を行い，充実を図ることが重要である。
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図４ 形成的評価を図る教育活動チェック票

また，教育活動チェック票をデータとして

蓄積し，今後の運営や次年度の編成に生か

すことを考えて実施することも大切である

３ 教育課程の改善

教育課程の評価は，教育課程の改善を図

り，教育効果を高めることを目的として実

施する。したがって，評価の結果を教育課

程の改善のためにどう生かしていくのかが

重要である。教育課程の評価を生かして改

善を進めるには，次のような手順で，組織

的に行うことが大切である。

① 学期末評価や諸検査結果，教育活動チ

ェック票を基に，各教育活動の成果や手

だての妥当性を分析，評価する。

② 該当する教科，領域，校務分掌組織の

各部において，これまでの手だての問題

点を明らかにし，改善案を作成する。

③ 学年会や職員会議等に改善案を提示し

全教職員の共通理解を得て実践する。

教育課程の編成，実施は生徒や

地域の実態に応じてなされなけれ

ばならない。そのため，各学校の

教育課程において実施される教育

活動や手だては自ずと異なってく

るはずであり，この違いが特色あ

る学校づくりとして表出してくる

のである。したがって，特色ある

学校づくりを行うことは，各学校

の実態を踏まえた個々の教育活動

や手だてを，全教職員の協力の下，

担当者を中心に責任をもって計画，

実施することにほかならない。だ

からこそ，その成果や手だての妥

当性について各学校が客観的に評

価し，常に新たな改善策を立案，実施して

いくことが求められるのである。

教育課程を評価することは，学校の教育目

標が生徒の姿として表出しているかという観

点と，各教育活動は学校教育目標の具現化に

資する妥当な活動であったかという観点の両

面から学校経営の責任を問うことである。今

後，ますます学校の説明責任が求められるよ

うになることを考えると，教師一人一人が学

校経営に参画しているという意識をもって取

り組むことが重要である。つまり，自分の教

育活動によって生徒がどのように変容したの

かを的確にとらえ，常に工夫・改善を行うと

いう視点から，教師一人一人が教育課程の評

価に取り組むことが求められているのである。
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